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会長挨拶 

2017 年は、6 月から 7 月にかけて九州北部で豪雨災害が発生し、多数の方が犠牲になりました。防災のためには、ど

んな災害が起きるかを予測し、それを防御し、災害に対応する力（レジリエンス）を備える必要があります。防災教育普

及協会では、第 2 期・第 3 期防災教育指導者育成セミナー（気象編・地震対応編）、防災ゲーム Day2017in そなエリア東

京、各種防災ワークショップ・研修、都立公園指定管理等の多くの活動を行ってきました。さらに、「防災推進国民大会

2017（ぼうさいこくたい）」（主催：内閣府他）、「ぎゅっとぼうさい博！２０１８」（主催：文部科学省、地震調査研究推

進本部）などにも参加し、防災のための基礎的知識（防災リテラシー）の普及に努めてきました。 

こうした活動の成果として、2017 年度末には会員数が 100 名を超えました。今後とも、ますます活動の質・量ともに

充実を図って参りたいと考えています。 

 

 

 

一般社団法人防災教育普及協会 

      会長 平田 直 
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平成 29(2017)年度 事業成果の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災ゲーム Day や防災教育

指導者育成セミナー、研修会

等において、防災教育教材・

プログラムの効果的な活用方

法について積極的に紹介しま

した。 

防災教育教材・プログラム

の開発、検証 

学校・地域・企業等に対して講師派遣を行い、防災教育の実践及び支援に取り組みま

した。また、防災教育チャレンジプラン実行委員会の事務局業務を昨年度に引き続き

受託し、全国の防災教育実践団体の支援を行いました。「防災ゲーム Day」の開催や

「防災推進国民大会」への出展・フォーラム開催により、防災教育の普及啓発を行い

ました。 

防災教育の普及啓発 

 

防災教育の調査研究 

 
専門的な知見と科学的根拠に

基づく防災教育を実践、支援、

普及啓発していくため、日本

安全教育学会や防災科学技術

研究所の事業に協力しまし

た。 

防災教育指導者の 

育成支援 
防災教育チャレンジプラン実

行委員会、防災科学技術研究

所等と連携し「防災教育指導

者育成セミナー」気象編、地

震対応編を開催しました。 

関連事業・調査研究協力 

ぼうさい甲子園、防災マップ

コンクールなどの防災教育関

連事業に協力しました。また

都立公園指定管理業務で防災

学習会等を行いました。 
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[概要] 

日 時：平成 29 年 7 月 2 日(日) 10:00～16:00 

対象者：防災教育教材やプログラム、防災ゲームに関心のある一般の方 

    学校関係者（教職員、教育委員会、PTA 等）、防災関係者（消防、防災課等）他 

場 所：東京臨海広域防災公園 そなエリア東京 

内 容： 

⚫ 30 種類以上の防災ゲーム（教材やプログラムを含む）を展示・紹介し、児童生

徒や保護者、学校・防災関係者を中心に 800 名以上が参加しました。 

⚫ 防災ゲームの開発者、団体が集まることにより、積極的な情報・意見交換が行

われました。 

防災ゲーム Day2017 

 

数多くの防災教育教材を 

実践に役立つ形で提供する 

本協会独自のイベント 
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[概要] 

日 時：平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

対象者：防災教育チャレンジプラン実践団体 19 団体 

場 所：全国（米国内での実践を含む） 

内 容： 

⚫ 国内外の実践団体からの防災教育実践上の様々な課題に対する支援（事務処理

方法やアドバイザーの紹介等）活動を行いました。 

⚫ 防災教育チャレンジプラン実行委員会が主催する「防災教育交流フォーラム」

の運営に協力し、防災教育実践事例や教材等の普及啓発を行いました。 

 

防災教育チャレンジプラン 

 

防災教育チャレンジプラン実行委員会 

事務局として全国の防災教育実践団体 

をサポート 
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[概要] 

日 時：第 2 期「気象編」 平成年 29 年 10 月 13 日 

    第 3 期「地震対応編」 平成 30 年 2 月 18 日 

対象者：第 2 期 67 名、第 3 期 71 名 

場 所：東京大学地震研究所 １号館 2 階セミナールーム A・B 

内 容： 

⚫ 防災教育チャレンジプラン実行委員会や、防災科学技術研究所との連携により、

具体的な実践事例や科学的な知見に基づく防災教育ついて紹介しました。 

⚫ 実際に防災教育教材を用いたワークショップや体験プログラムを取り入れ、参

加者が実践に活かしやすいセミナーとなりました。 

防災教育指導者 

育成セミナー 

 

気象編、地震対応編を開催し 

防災教育実践の基本や事例を紹介 
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[概要] 

日 時：平成 29 年 11 月 26 日～平成 29 年 11 月 27 日 

対 象：セッション『防災教育の過去、現在、未来』 

約 100 名 ほか出展エリア来場者 など 

場 所：仙台国際センター 会議棟 

内 容： 

⚫ 防災科学技術研究所、人と防災未来センターと共にセッションを開催しました。 

⚫ 出展エリアで協会案内、ポスター、「地域における防災教育の実践に関する手引

き」等を配布し、本協会の活動について紹介しました。 

 

防災推進国民大会 

２０１７ 

 

『防災教育の過去、現在、未来』を 

テーマとしたセッション開催 



8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[概要] 

日 時：平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

対象者：都立公園指定管理者、防災イベント参加者 など 

場 所：都立公園 3 グループ（武蔵野の公園グループ、狭山丘陵グループ、多摩部の公 

園グループ）管轄の 17 公園 

内 容： 

⚫ 都立六仙公園（東久留米市）や都立八国山緑地（東村山市）での防災イベント

に協力し、防災についての体験学習を行いました。 

⚫ 都立公園指定管理者（公園スタッフ）に対して地震災害発生時の初動対応につ

いての学習会を行いました。 

 

公園・緑地を基盤とした 

防災教育の実践 

 

都立公園指定管理業務を通じて 

地域の防災力向上に貢献 
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[概要] 

日 時：平成 29 年 5 月 16 日～平成 30 年 3 月 27 日 

対 象：保育園(保育士)、小中学校、高等学校、特別支援学校、大学、専門学校、 

教育委員会、教職員研究会、PTA、NPO 法人、企業、社会福祉協議会、 

公民館、博物館、行政機関（県防災課等） など 

場 所：東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県、群馬県、茨城県、石川県、福井県、宮城 

    県 

内 容： 

⚫ 関東、北陸、東北に講師やアドバイザーを派遣し、多様な主体の防災教育実践

を支援しました。 

⚫ 学校や教育委員会だけでなく、障がい児・者の家族会や社会福祉協議会など、

要配慮者に関わる研修にも積極的に対応しました。 

 

多様な主体の防災教育 

実践を支援 

 

学校・家庭・地域・企業・NPO など 

幅広く防災教育を普及啓発、実践 
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[概要] 

日 時：平成 29 年 11 月～ 

対象者：会員（メールマガジン） 

    会員、一般（協会案内、ポスター２種） 

内 容： 

⚫ 会員向けにメールマガジンを不定期で発刊し、防災教育指導者育成セミナーや

防災ゲーム Day 等の情報をいち早く会員に届けられるようになりました。 

⚫ 協会の活動を会員、広く一般に伝えるため、協会案内とポスターを新たに作成

しました。 

⚫ 関係団体等に積極的に広報・宣伝、活動を行い、賛助会員の新規入会につなが

りました。 

内外に向けて 

広報・宣伝を強化 

 

メールマガジンによる会員向け情報発信と 

協会案内・ポスターの作成 
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事業実施体制 

 

定時総会開催状況 

 日 時：平成 29 年 6 月 18 日 

 場 所：東京大学地震研究所 

 内 容（議案）： 

    第 1 号議案 平成 28 年度収支決算報告 

    第 2 号議案 定款の変更 

 

理事会開催状況 

 日 時：第 09 回 平成 29 年 5 月 15 日 

 場 所：ちよだプラットフォームスクエア 

 内 容（議案）： 

   第 1 号議案 平成 28 年度事業報告 

第 2 号議案 平成 28 年度収支決算報告 

第 3 号議案 理事会運営規則 

第 4 号議案 事務処理規程 

第 5 号議案 定款の変更 

第 6 号議案 会費規程の変更 

第 7 号議案 平成 29 年度第 4 回定時社員総会の招集 

 

 日 時：第 10 回 平成 29 年 11 月 20 日 

 場 所：ちよだプラットフォームスクエア 

 内 容（議案）： 

    第 1 号議案 新規入会希望者の承認 
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 日 時：第 11 回 平成 30 年 3 月 5 日 

 場 所：ちよだプラットフォームスクエア 

 内 容（議案）： 

    第 1 号議案 2018 年度事業計画 

第 2 号議案 2018 年度収支予算報告 

第 3 号議案 新規入会者の承認  

 

会員 

平成 29 年度 新規入会申込者数 ２８名 

平成 29 年度 退会希望者数   １２名 

平成 29 年度 現在会員数    ８０名 

 （内訳） 個人正会員  ７６名 

          法人正会員   ３名（法人） 

          賛助会員    １名（法人） 

 

事務局体制 

事務局長：１名 

事務局スタッフ：２名 
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会計報告 
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主な活動実績（講師派遣等） 

2017 年の危機管理と BCP の主なトピックスと振り返りセミナー（新建新聞社）  

防災教育推進セミナー（札幌市危機管理対策室危機管理課） 

消防団幹部特別研修（日本消防協会） 

２０１８耐震フォーラム（東京都都市整備局市街地建築部建築企画課） 

平成 29 年度防災セミナー（全国防災協会） 

企業防災セミナー（関西経済連合会） 

地震から身を守る室内安全セミナー（東京消防庁） 

職員防災研修会、心肺蘇生法・AED 等応急手当実技講習（日本コープ共済生活協働組合連合会） 

災害救援ボランティア上級講座（災害救援ボランティア推進委員会） 

発達障がい児と保護者・支援者のための防災体験会（NPO ぎふと） 

災害に強い地域の輪づくり講座（埼玉県立総合教育センター） 

学校保健・学校安全研修講座（神奈川県安全防災局・神奈川県教育委員会） 

全市小中学校教育研修（東村山市教育委員会） 

施設職員向け危機対応研修（株式会社ベネッセスタイルケア） 

防災体験学習（都立文京盲学校、都立七生特別支援学校、県立鹿島特別支援学校 ほか） 

野外防災体験会（西武・武蔵野パートナーズ、練馬区立子どもの森公園 ほか） 

ホームカミングデーキッズワークショップ（明治大学） 

PTA 役員研修会（入間地区 PTA 連絡協議会） 

社会教育推進セミナー（群馬県生涯学習センター） 

災害時の相互支援ネットワーク研修会（石川県社会福祉協議会） 

防災ゲーム体験会（稲城市社会福祉協議会） 

避難所運営研修会（杉並区立井草地域区民センター、所沢市立小手指公民館分館ほか） 

災害時のトイレ体験学習（福島県立博物館） 

福祉施設職員防災・防犯研修（福井県健康福祉部） 

新入保育士研修（国立保育会） 
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〒102-0073 東京都千代田区九段北 1-15-2 九段坂パークビル 3 階 

TEL.03-6822-9903 FAX.03-3556-8217 MAIL. info@bousai-edu.jp 
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